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技
能
功
労
者
は
六
十
歳
以
上
で
三
十
年
以
上
の
経
験
と
優

れ
た
技
能
を
持
ち
、
後
進
の
指
導
・
育
成
な
ど
他
の
模
範
と
な

っ
て
い
る
か
た
に
、
優
秀
技
能
者
は
各
種
競
技
大
会
入
賞
な

ど
、
優
れ
た
技
能
を
持
っ
て
い
る
か
た
に
贈
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
は
、
次
の
二
十
六
人
の
か
た
が
た
に
決
ま
り
ま
し

た
。
表
彰
式
は
十
一
月
二
十
九
日
(水)
午
前
十
一
時
か
ら
、
秋

田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
行
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
工
業
労

政
課
ま
で
。
工
業
労
政
課tel(

８
６
６)

２
１
１
４

受
賞
お
め
で
と
う
！

「若いころは、先代(父)の見よう見まねで技術を
頭にたたき込みました。仕事のときは全神経を
集中します。たった一つの小さな部品でも、そ
れがないと動かなくなりますから。慎重さを大
事にしながら、時計と向き合っています」

建
築
大
工
▼
瀧
澤
英
雄(

雄
和
62
歳)

佐
藤
　
健(

寺
内
62
歳)

三
浦
吉
三(

雄
和
63
歳)

建
築
塗
装
▼
保
坂
鈴
雄(

飯
島
68
歳)

左
　
　
官
▼
池
田
　
敏(

新
屋
64
歳)

厨
房
設
備
施
工
▼
古
田
文
雄(

新
屋
63
歳)

路
面
標
示
▼
加
藤
勝
雄(

土
崎
62
歳)

時
計
修
理
▼
佐
藤
芳
雄(

河
辺
81
歳)

畳
　
　
工
▼
大
山
吉
昭(

河
辺
72
歳)

工
藤
芳
昭(

金
足
67
歳)

洋
服
仕
立
▼
小
野
寺
光
弥(

泉
66
歳)

寝
具
製
作
▼
伊
藤
美
惠(

茨
島
72
歳)

製
菓
製
造
▼
川
口
正
信(

大
町
62
歳)

豆
腐
油
揚
製
造
▼
大
門
　
齋(

新
屋
60
歳)

美
容
師
▼
古
谷
嘉
枝(

仁
井
田

67
歳)

理
容
師
▼
中
西
達
夫(

楢
山
69
歳)

技
能
功
労
者(

敬
称
略)

佐藤芳雄さん(太陽堂時計店・河辺)
技能功労者

古谷嘉枝さん(フルヤ美容室・仁井田)
技能功労者

建
築
大
工
▼
佐
々
木
喜
公(

土
崎
47
歳)

と
　
　
び
▼
�
橋
光
紀(

飯
島
41
歳)

自
動
車
鈑
金
塗
装

▼
菅
生
幸
男(

外
旭
川
60
歳)

電
気
め
っ
き
▼
堀
井
　
隆(

新
屋
52
歳)

表
　
　
具
▼
渡
辺
忠
行(

新
藤
田
62
歳)

造
園
工
事
▼
榎
　
清
英(

飯
島
51
歳)

調
理
師
▼
木
下
邦
彦(

南
通
50
歳)

藤
井
久
巨(

新
屋
38
歳)

依
本
　
新(
御
野
場
38
歳)

理
容
師
▼
阿
部
光
夫(
川
尻
57
歳)

優
秀
技
能
者(

敬
称
略)

「土崎での修業時代には、芸者さんの髪を
結ったこともありました。今はいい思い
出。これまで続けてこられたのは、家族、
仲間、そして地域のかたがたの協力があ
ってこそ。感謝の気持ちでいっぱいです」

能
功
労
者

秀
技
能
者



市
民
の
手
で
地
域
愛
を
育は

ぐ
く

む

市
の
事
業
を
市
民
の
み
な
さ
ん
が
取
り
組
む

「
地
域
愛
形
成
事
業
」。
地
域
へ
の
愛
着
が
い
っ
そ

う
深
ま
る
新
し
い
か
た
ち
で
す
。

新
屋
鳥
木
町
の
西
部
工
業
団
地
を
ぐ
る
っ

と
囲
む
緩
衝
緑
地
。
市
で
は
、
こ
の
土
地
を

五
十
年
か
け
て
、
市
民
が
集
い
、
野
鳥
が
さ

え
ず
る
〟森
〟
に
す
る
計
画
を
立
て
て
い
ま

す
。
こ
の
壮
大
な
森
づ
く
り
計
画
に
協
力
し

た
い
と
声
を
あ
げ
た
の
が
、
こ
れ
ま
で
地
域

の
美
化
・
交
通
安
全
活
動
な
ど
を
行
っ
て
き

た
「
雄
渾
会
」
の
み
な
さ
ん
。
団
地
企
業
四

十
六
社
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
が
土
壌

改
良
を
行
い
、
並
木
を
植
え
た
あ
と
、
雄
渾

会
が
木
の
種
類
や
場
所
を
考
え
な
が
ら
、
森

づ
く
り
の
た
め
の
植
栽
を
行
い
ま
す
。

十
月
二
十
六
日
に
は
団
地
内
を
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
。
今
は
雑
草
の
茂
る
こ
の
土
地
が
緑

い
っ
ぱ
い
の
森
に
な
る
日
を
思
い
な
が
ら
、

み
な
さ
ん
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

雄
渾
会
の
工
藤
道
男
会
長
は
「
地
域
と
の

共
存
共
栄
が
理
想
で
す
。
み
ん
な
で
知
恵
を

出
し
合
い
、
で
き
る
だ
け
早
く
森
の
形
が
見

え
て
く
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
力
強
く

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

秋
田
市
西
部
工
業
団
地
雄
渾

ゆ

う

こ

ん

会(

新
屋
鳥
木
町)

「気軽に来られるお散歩コース…そんな森をめざします！」

工
業
団
地
の
緩
衝
緑
地
を

野
鳥
が
さ
え
ず
る
森
に
！

まずはきれいに！(左側が緩衝緑地)

市
内
に
五
年
以
上
住
む
個
人
、
ま
た
は
市
内
に

五
年
以
上
本
社
も
し
く
は
営
業
所
な
ど
が
あ
る

会
社
で
、
事
業
経
営
に
関
す
る
豊
富
な
知
識
・

経
験
が
あ
り
、
シ
ー
ズ
活
用
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
支
援
を
誠
意
を
持
っ
て
実
施
で
き
る
か
た

工
業
労
政
課
、
河
辺
・
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー
に

あ
る
申
込
用
紙
と
募
集
要
領
を
お
求
め
の
う
え
、

十
二
月
十
一
日
(月)
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
と
募
集
要
領
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/in/pr/seed

s/bosyu_supporter.htm

工
業
労
政
課tel(

８
６
６)
２
１
１
４

地
域
の
特
産
品
や
地
場
産
業
と
な
る
経
営
資
源
〟
シ
ー
ズ(

種)

〟
を
活
用
し
て
事

業
を
行
う
「
シ
ー
ズ
活
用
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
に
、「
雄
和
山
ゆ
り
生
産
組
合
」(

山

ゆ
り
生
産
事
業)

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
組
合
の
事
業
を
支
援
し
て
く
れ
る
「
開

発
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」(

一
者)

を
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

「
山
ゆ
り
生
産
事
業
」
の

経
営
指
導
・
支
援
者
を
募
集
し
ま
す

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
会
社
経
営
者
、

経
営
経
験
者
の
み
な
さ
ん
！事

業
推
進
の
指
針
と
な
る
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

作
成
と
そ
の
進
行
管
理
、
必
要
に
応
じ
た
ア
ド

バ
イ
ス
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
正
な
ど

支
援
活
動
内
容

18
年
度
▼
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
作
業

19
年
度
▼
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

市
か
ら
の
委
託
料
＝
八
〇
万
円

(

金
額
は
各
年
度
の
上
限
額)

山
ゆ
り
生
産
事
業

雄
和
地
区
の
農
家
な
ど
十
三
人

の
組
合
で
、
花
は
観
賞
用
、
球
根

は
食
用
・
薬
用
と
し
て
利
用
さ
れ

る
、
山
ゆ
り
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

山
ゆ
り
は
市
場
性
が
良
好
な
反

面
、
発
芽
か
ら
球
根
の
生
産
に
至

る
ま
で
、
膨
大
な
手
間
と
時
間
を

必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
安
定
し

た
生
産
体
制
の
構
築
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ど
な
た
か
い
い

技
術
、
ア
イ
デ
ア

を
も
っ
た
人
は
い

ま
せ
ん
か
！

雄
和
山
ゆ
り
生
産
組
合

応
募
資
格

応
募
方
法
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